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(2015 年 7 月 18 日、生活美学研究所本年度第 2回定例研究会における講演に基づく) 











































えてみるべきだろう。おおよそ 260 万年から 250 万年前の石器がアフリカで見つかってお


























































































































































































































































































































































































































































































































































































文中にある美術品や兜の図像は『変り兜 戦国の COOL DESING』(橋本麻里 2013 新潮社)を
中心に参照。 
 
(2015 年 9 月 26 日、生活美学研究所第 3回定例研究会における講演に基づく) 




















フリーライター 深 萱 真 穂 
 
美術史の壮大な流れに「変り兜」を位置付ける橋本さんのご講演、各時代の美術品を「素」
と「飾り」に鮮やかに仕分けされた田中さんのコメント、ともにお二方の深い識見に裏付
けられており、大いに学ばせていただいた。 
その上で、なぜ兜を過剰なまでの飾りが彩るに至ったかを考える時、美術史以外の視点
も役に立ちそうだと感じた。法
ほう
住寺
じゅうじ
殿
どの
跡で長大な鍬形
くわがた
が出土しており、兜の華美な装飾は
平安末期に遡る。『保元物語』で戦いを前に昇殿を許された源義朝は、小具足を着けたまま
内裏の 階
きざはし
を昇った。貴族が固守してきた服制が、下位であるはずの武士により公然と破
られた象徴的な場面といえる。 
古墳時代、各地の地域王国の支配者は、眉
ま
庇 付
びさしつき
甲
かぶと
よりはるかに華やかな冠で自らの権
威を誇示した。彼らはヤマト王権に組み入れられ、臣下として律令の服制に従った。その
束縛を打破したのが武家であり、「変り兜」の第一義は武将が自ら権威を示した戦場の冠で
はなかったか。 
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